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Ⅰ.病院長就任のご挨拶  

2024 年 4 月 1 日付けで小笠原和宏病院長代理の後任として、

病院長を拝命いたしました篠原信雄と申します。釧路労災病院病

院長就任にあたり、一言ご挨拶させていただきます。 

 私は、1984年北海道大学医学部を卒業後、北海道大学泌尿器科

教室に入局いたしました。苫小牧市立病院、市立稚内病院におい

て泌尿器科医として地域医療の経験を積んだのちに、１年間米国

ミシガン大学医学部泌尿器科に留学しました。平成 4年に北海道

大学医学部附属病院泌尿器科助手となり講師、助教授、准教授と

して勤務し、腎臓がん、膀胱がん、前立腺がんなど泌尿器がん全般

の診断・治療の発展に全力でとりくんでまいりました。また、北海

道大学病院の手術支援ロボット（ダビンチ）の導入・実践に取り組みました。2014 年 10

月に北海道大学大学院医学研究院腎泌尿器外科学教室の教授に任じられ、約 10 年間にわ

たり同教室を運営してまいりました。その間に、北海道大学医学部の教務委員長（医学部

教育担当）、副研究院長（北海道大学教育研究評議会委員も併任）として、4年間大学の運

営に携わりました。また、後半は主に北海道大学病院での業務を行い、血液浄化部部長や

北海道大学病院腫瘍センター長に加え、新規に組織された北海道大学病院高難度新規医療

技術部門の部門長を長く続けさせていただきました。 

 当院は、独立行政法人労働者健康安全機構が設置する全国 32労災病院の一つとして、勤

労者医療と地域医療の両軸を担う使命を負っております。2020年で開設 60年を迎えまし

たが、今年 4月 1日から一般急性期 350床、地域包括ケア病棟 50床、緩和ケア病棟 33床

の構成となりました。内科（消化器内科・腫瘍内科・血液内科）、神経内科、循環器内科、

外科（消化器外科・乳腺外科）、整形外科、脳神経外科、泌尿器科、耳鼻咽喉科、歯科口腔

外科、麻酔科による総合的な診療に加えて、婦人科・眼科・形成外科の外来診療を提供し

ております。各科の医師派遣については北海道大学ならびに旭川医科大学の厚いご支援を

いただいております。しかしながら、昨今の医師不足は深刻で 2024 年に迫った医師の働

き方改革は吃緊の課題となっております。 

 当院は、地域がん診療連携拠点病院であり、高度かつ専門的ながん医療の提供に加え、

がん医療に従事する医師などへの研修、がん患者さんやご家族への相談支援、地域の医療

機関への情報提供と連携によるがん医療の均てん化に努力しております。その象徴として、

令和 5年 4月に釧路・根室地域で初めての緩和ケア病棟「れぽふる」を完成させました。

強力な消化器内視鏡センターと外科および化学療法センターが有機的に機能して北海道東

部地域におけるがんセンターとしての役割を果たし、治療と就労の両立支援にも取り組ん

でおります。また、令和 5 年秋には手術支援ロボットダビンチも導入し、最先端の外科手

     理 念：最新の知識と技術に基づき、良質で信頼される医療を実践します 
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術を実施する体制も整えております。 

 さらに令和６年５月には 8 床の HCU を開設し、救急やがん治療の高度急性期医療から

一般病棟を経て緩和医療、在宅医療へ繋ぐための医療提供が可能となります。 

 当院は地域支援病院として、当院の登録医を中心にかかりつけ医からのご紹介を積極的

に受け入れ、急性期・回復期を通じて切れ目のない医療を提供するとともに、病状が安定

した患者さんは逆紹介するよう心がけております。地域の医療従事者の皆様には、当院の

施設・設備をご利用いただけるようなシステムを構築し、さらに地域全体の資質向上のた

めの研修会も開催しております。地域連携総合センターを窓口として、他の病院・診療所

との連携を強化し、患者さんに対しては初診予約および入退院からその後のフォローアッ

プまでトータルサポート体制を構築しております。 

 また、当院はエイズ治療中核拠点病院として、HIV 感染症に対する総合的診療が可能な

態勢を整備しております。それだけでなく、新型コロナウイルス感染症等に対しても行政

と連携しながらできる限りの対応を行っており、一般診療も含め地域医療を守るために職

員一丸となって頑張る所存です。地域のニーズに柔軟に対応しながら診療機能を維持・拡

充し、医療体制の変革にも対応し、これからも地域住民の皆様から求められる病院であり

続けたいと思っております。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

Ⅱ.医師異動情報 

●令和６年 4年 1日付け赴任医師の紹介 

 

●令和６年３月末日 退職者 

泌尿器科　部長 山本　祥太（やまもと　しょうた）

泌尿器科　医師 吉田　あゆ（よしだ　あゆ）

耳鼻咽喉科　医師 竹田　龍平（たけだ　りゅうへい）

歯科口腔外科　部長 金山　純一（かなやま　じゅんいち）

歯科口腔外科　医師 五十嵐　一真（いがらし　かずま）

臨床研修医 青田　凌（あおた　りょう）

臨床研修医 水藤　達貴（すいとう　たつき）

臨床研修医 谷口　陽（たにぐち　よう）

内科　部長 細田　峻一（ほそだ　しゅんいち）

内科　医師 野津　麟太郎（のづ　りんたろう）

内科　医師 音喜多　香貴（おときた　こうき）

神経内科　医師 井上　貴司（いのうえ　たかし）

外科　部長 加藤　紘一（かとう　こういち）

外科　医師 石川　昂弥（いしかわ　たかや）

外科　医師 津坂　隼也（つざか　しゅんや）

整形外科　医師 横山　慎（よこやま　しん）

整形外科　医師 赤石　直央貴（あかいし　なおき）

内科　部長 佐野　逸紀

内科　副部長 桜井　健介

内科　医師 藤畑　堅大

内科　医師 杉村　駿介

神経内科　医師 穴田　麻眞子

外科　医師 沢田　尭史

外科　医師 板倉　恒輝

外科　医師 佐野　峻司

整形外科　医師 中下　並人

整形外科　医師 柳澤　那由他

泌尿器科　医師 関　仁志朗

泌尿器科　医師 鯨岡　悠

耳鼻咽喉科　医師 荒木　大輔

歯科口腔外科　医師 松本　侑樹

臨床研修医　 白井　東磨

臨床研修医　 濱淵　永友


